
平成16年度事業計画

総 務 部

1．日母・日産婦学会との密接な協調・連携
2．日医・都医との関連業務の推進
3．各部会、委員会の円滑な運営と連携
4．各支部活動の支援
5．関係諸団体との連携
6．本会事業計画の中長期展望に関する検討

会 計 部
1．予算書の作成・決算書の作成
2．事業計画に則った適切な財産の連用と可能な限りの経費の節約

学 術 部

 1．臨床研究会の開催
 2．専門医生涯教育
 3．日産婦東京地方部会との合同研修会開催
 4．臨床研究会に保険コーナー併設
 5．研修様式の検討

広 報 部

1．「TAOGニュースjを原則として毎月発行
2．東京産婦人科医会誌を年１回発行
3．本会広報活動へのインターネット活用と充実化
　　１)電子メールの活用（各支部と本会とをリアルタイムに結び、伝えたい情報を
　　　 敏速に伝達する）
　　２)本会ホームページの維持と充実化（ホームページを本会内外の広報活動に活用）

母 体 保 護 部

母体保護法の適正なる運営と実施・啓発
1．人工妊娠中絶報告に閉する統計・整備
 　（報告もれをチェック、連絡を密にし、もれのないよう務める）
2．プレグランディン使用状況の把握
3．母体保護法指定医師の知識・技術の向上（研修会出席の奨励等）

母 子 保 健 部
1．母子感染スクリーニング事業の推進
2．周産期救急医療体制の検討
3．母性健康管理電話相談事業

社 会 保 険 部

1．社保講習会
2．社保・国保審査委員会懇談会
3．臨床研究会に保険コーナー併設
4．「TAOGニュース」へ社保コーナー掲載

医 業 対 策 部

1．診療所運営に関する問題点の検討
　  患者、社会に対してのあり方の検討
2．学校医活動協力の検討
　  地区学校、医師会の協力のもとに思春期教育、性教育等の実施

医療事故対策部
1．医療事故、過誤、医事紛争の情報収集
2．TAOGニュースひとくちメモに継続掲載
3．医療事故予防のための具体策検討

病 院 部
1．逆紹介システム作り
2．電子カルテの現状

癌 対 策 部

1．癌検診対策担当者会議開催
2．各支部の子宮がん検診実施状況調査
3．各支部の乳がん検診の状況調査（MMG対策）
4．がん検診精度管理対策
5．マンモグラフィー検診車の推進検討

献 金 部
1．おぎゃー献金の意義を広報し献金の増進をはかる
2．献金の案内をおこなう
3．献金の配分施設、研究費補助金配分機関を公募し、審査の上、日母おぎゃー献金基金へ推薦する


